
1

二年間を振り返って
　　　　  本部長　武井　一憲

　私が「きらめき」を通して、皆様にご

挨拶するのも、今号が最後となりました。

この二年間、たくさんの人に助けられ、

そして、たくさんの勉強をさせて頂きま

した。

　本部青年部には、年間を通して、多く

の事業がありますが、その一つひとつの

事業を企画運営するにあたり、『会員の

皆さんに楽しんで頂き、そして、身にな

る内容を』との想いで行ってまいりまし

た。

　そうしたなかで、常に力を貸して頂い

たのが、副本部長・幹事の方々でした。

ときには意見がぶつかり合ったり、とき

には私の想いを通してしまったりと、副

本部長・幹事の皆様には、何かとご苦労

をおかけした二年間でした。

　二年前の総会の時に、「青年部会員を

５００名以上に」と誓い、活動をしてき

ましたが、残念ながら、私の力不足で
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５００名に達するどころか、会員数が減

少するかたちとなってしまいました。し

かし、新たな試みも少ないながら行わせ

て頂き、少しずつではありますが、その

芽も出始めているのではないかと思って

います。

　平成２６年度は役員改選の年度です。

新しい本部長のもと、本部と支部が一体

となって、この青年部を活用して、会員

の方々が参加したくなる組織になって行

く事を願っております。もちろん、私も

またまだ青年部会員であり、皆さんと共

に活動していく所存ですので、私をどこ

かで見かけたときには、お声を掛けて頂

ければと思います。

　皆様、二年間本当に有難うございまし

た。

ました。ハワイアンズは震災で大きな被
害に遭いましたが、まだ２年半しか経っ
ていないのに、とても活気に溢れていま
した。ここまで再建された関係者の方々
の力強さを感じて帰ってきた次第です。
　我々運送事業者も、外部環境が日々厳
しくなってきていますが、ハワイアンズ
の方々を見習って、力強く活動していき
たいものです。
　さて、昨今は大勢で旅行に行くという
ことも少なくなっていますが、普段以上
に親睦もはかれ、さらに結束を強めるこ
とができた旅行となりました。
　今後も４０周年に向けて青年部会員が
一致団結して活動していきたいと思いま
す。
情報通信員　渡邉　康朗　（有) 丸仲運輸

◇江戸川支部
　皆様こんにちは。凄まじかった３月の
最繁忙期を無事に乗り切り、その後の皆
様の体調管理は万全でしょうか？
　大変有難いことに当支部では、毎年数
名ずつ青年部会員が増えております。今
年度は新たに１名の新入会員さんをお迎
えいたしました。歴代の先輩方との関係
も良好な為、青年部の活動に対していつ
も多大なるご協力を先輩方から頂けてい
ることも江戸川支部の特徴です。会員相
互の親睦・交流なくして良い関係構築は
できない＝相互発展はない！と江戸川支
部の全員が思い、良い関係を築く為に尽

支部だより
◇荒川支部
　昨年度は、荒川支
部青年部が３０周年

を迎えました。そこで、これまで青年部
を支えてきてくださった諸先輩方や、日
頃の仕事を支えてくれている家族の方々
をお招きし、昨年７月に、総勢３０名で、
福島県いわき市のスパリゾートハワイア
ンズに１泊２日の記念旅行を行いました。
　日中は、ハワイアンズ組とゴルフ組と
に分かれて、各々エンジョイし、夜は、
全員で３０周年記念のパーティー及びグ
ランドポリネシアンショーで盛り上がり

◇広報委員会
東京都トラック協会
青年部の皆様

　私達が広報委員として活動を始めてか
ら、まもなく２年の任期を迎えます。わ
からないことが多く、手探りでの広報活
動を行っておりました為、会員の皆様に
はご不便やご迷惑をお掛けしたことと思
います。
　紙媒体という時代にそぐわない部分
も、ある意味、青年部の歴史を刻むのに
は絵になっているのかもしれません。
　皆様のご協力なくしては、広報活動は
成り立ちません。バトンは引き継がれま
すが、今後ともご理解とご協力を宜しく
お願い致します。
　２年間、ありがとうございました。

広報委員長　森谷　英紀

委員会報告
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力しております。しかしながら、同時に
入会３年未満の会員の参加率が低いと
いう問題も抱えております。私達の新
入会員に対する接し方、関わり方に問題
があるのかもしれません。今まで以上に、
様々な角度から新入会員さん達とコミュ
ニケーションを図っていかなければなら
ないと考えております。
　そんな中、年始に毎年恒例の視察研修
（１泊２日）を総勢９名の有志の方々と
島根県にて開催致しました。強行スケジ
ュールではありましたが、全国でも有数
の神社仏閣等を視察して参りました。昨
年が６０年に一度の大遷宮であった出雲
大社では、日本古来から行なわれている
遷宮に接することにより、その歴史的背
景や意義、その重要性を学びました。ま
た、参加者全員でお祓いをして頂きまし
た。その他にも須佐神社等、様々な神社
仏閣にてお参りすることができたことで、
とても有意義な時間を参加した皆様と共
有させて頂きました。また、国内最大の
石造灯台で第一等灯台でもある日御碕灯
台を視察し、普段接することが少ない、
海上交通の安全についても学ぶことが出
来ました。
　皆それぞれ社業で忙しい中での視察研
修となりましたが、更なる親睦を深める
良い機会となりました。
　この２年間、私は情報通信員として、
会員の皆様に『生きた情報』を提供する
ことで、少しでも皆様のお仕事のお役に

立てるような活動をして参りたいと思っ
ておりました。しかしながら、満足のい
く活動はできなかったと自認しておりま
す。今回の反省点を来期からの活動に生
かせるよう、次期通信員の方にも積極的
に伝えていきたいと思っております。来
期からは私の役割も変わりますが、引き
続き『全会員参加』を目指し、皆様と積
極的に関わり、活動していきたいと思っ
ております。２年間という短い期間でし
たが、皆様からのご指導・ご尽力に心よ
り感謝いたします。ありがとうございま
した。今後とも宜しくお願い致します。
情報通信員　佐藤　正樹 (株)ワークオンクリエイト

◇葛飾支部
　葛飾支部では、３月３０日(日)、茨城県
の「ザ・ゴルフクラブ竜ヶ崎」において、
第６回チャリティゴルフコンペを開催し
ました。東日本大震災の復興応援として、
２０１１年９月にスタートし、春と秋の
年２回開催しております。現状では会員
数が少ないこともあり、ほとんどの事業
活動がロジスティクス研究会の方々との
共同開催となっています。
　今回は雨という悪いコンディションに
もかかわらず、全員無事ホールアウトで
きました。私の結果はさておき、優勝は
青年部会員という嬉しい結果となりまし
た。日頃顔を合わせない会員との良い交
流になりました。
青年部長　佐竹　浩明 (株)野口六郎運送店

★東京都トラック協会青年部
　平成２６年度通常総会
　６月４日（水）
　於：東京都トラック総合会館
　◇総　会　１７：００～１８：３０
　　　　　　７階大会議室
　◇懇親会　１８：４５～２０：１５
　　　　　　４階会議室
※まだ出欠の回答票を提出されていない
方は、ご提出頂きますようお願い致し
ます。
　また、欠席の方は必ず委任状をご提
出ください。

★第２６回
　(公社) 全日本トラック協会
　青年部会関東ブロック大会
　６月１４日（土）
　於：ＨＯＴＥＬ春日居
　◇研修会　１４：３０～１７：００
(1)「東日本大震災被災地への支援活動
報告」

　　　(公社)全日本トラック協会青年部会
　　　　部会長　佐久間　恒好
(2)「お客様や取引先との基本的なコミ
ュニケーションの取り方」

　　　　～感じいい会話の方法～
　　　　ラジオパーソナリティ 西本　淑子 氏
　◇交流会　１７：３０～１９：３０

行事予定

●お悔やみ申し上げます●

古郡　尭氏
　台東支部青年部・古郡運送（株）
　古郡　義之氏ご尊父
　12月23日ご逝去されました。（68歳）

北村　いそ氏
　板橋支部青年部・（株）北村運輸
　北村　隆一氏ご母堂
　１月８日ご逝去されました。（70歳）

金島　義弘氏
　多摩支部青年部・ナカバ運輸（株）
　１月27日ご逝去されました。（53歳）

渡邉　美代氏
　港支部青年部・渡邉倉庫運送（株）
　渡邉　庄二氏ご母堂
　５月17日ご逝去されました。（97歳）

謹んで故人のご冥福をお祈り申し上げます。

★第２１回関東トラック協会
　青年部会チャリティゴルフ大会
　６月１５日（日）
　於：境川カントリー倶楽部

★大阪の青年組織との意見交換会
　７月１９日（土）

♡ご結婚おめでとうございます♡

吉村　友一氏
　新宿支部青年部・西武運送（株）
　４月２０日、ラグナベール青山に
　おいて挙式をされました。

これからも末永くお幸せに。
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三組織合同セミナー及び新年会に参加して

（公社）全日本トラック協会青年部会活動のご報告

　平成２６年２月６日(木)、明治記念館にて、三組織合同セミナ
ー及び新年会を行いました。
　セミナーは、株式会社ロフティー・ジャパン代表取締役の夏
山直道様を講師としてお迎えし、『混迷の時代をどう生きる？』
～リーダーは生き方を示すべき！～をテーマに行いました。
　セミナーの具体的な内容といたしましては、日本経済の現状と
今後から始まり、このような経済状況に陥ってしまったひとつの
要因として、日本は資本主義であるが、財・サービスが全体的に
広く行き渡っているため、需給の関係によりデフレになり、これ
以上無理というところまで収入が落ちて均衡している点で、社会
主義的になってしまっているという指摘をされておりました。
　その後は、周りの受講者の方々と与えられたテーマを基にデ
ィスカッションをする場面もあり、『余命１日だったら何をす
る？』から始まり、では『余命１週間なら？』『余命１年な
ら？』というもので、その問いかけに受講者が一斉にディスカ

　去る２月２１日（金）、（公社）全日
本トラック協会青年部会「全国大会」を
開催させて頂きました。東京の青年部か
らも大勢の会員の皆様に参加して頂き、
結果的には、全国から７３０名もの参加
者の方々が一堂に集結、盛大に終えるこ
とが出来ました。改めまして、心より厚
く御礼申し上げます。
　本大会より、研修会組織として長年続
いてきた「全国物流青年経営者中央研修
会」という名称を一新し、部会化に伴い
内容も新たに検討し直しました。大会前
日の２０日には、全国の各県青年部会長
全員と自民党青年局との正式な意見交換
会や交流会なども実施し、これまで出来
なかった政治家の方々との交流も開始し
ています。大会のメインテーマとして
「今こそ団結　ひとつの力へ」を掲げた
最大の理由は“外への発信力”を意識するこ
とであり、諸課題に対し業界として正式
に要望している内容からぶれずに「青年
経営者らしく発信する（＝適材適所）」と
いうことも重要であると認識しています。
　部会化になったことにより、各地より
様々な要望やご意見を頂戴します。一度
にすべてを解決することは無理だとして
も、改善に繋がる仕掛けづくりを意識し
ながら過ごした１年でしたが、まだまだ
軟弱な組織であり、全国各地の格差と歴
史が時に邪魔をすることもあります。～

22年間、つくりたくても叶わなかった部
会化～、そのように伺っております。こ
れからの業界を担う若手経営者の皆様が、
知恵と行動力を発揮して頂くフィールド
として発展していくことを心より祈って
おります。
　また、２月６日の東ト協三組織合同新
年会では、（公社）全日本トラック協会
青年部会による被災地支援活動に対しま
して、募金箱の設置に留まらず、三組織
から合計５０万円もの義援金をご寄付頂
きました。全国の青年を代表し、この場

をお借り致しまして改めて深く御礼を申
し上げます。お陰様で、４月１日、「楽
天ゴールデンイーグルス開幕戦～楽天
Koboスタジアム宮城～」に、東日本大
震災で被災された小中学生とそのご家族
１２０名を招待するという企画も無事に
終えることができました。「トラック運
送事業者からの贈り物」、「緑ナンバー
のトラックを見かけたら思い出してほし
い」等、心を込めてご挨拶をさせて頂き
ました。今後は、被災地支援だけに留ま
らず、「社会貢献活動」という意味合い
のもと、立ち上げた口座を活用してほし
い・・・　そんな気持ちでいっぱいです。

　私は、青年部でお世話になって、約
２０年になります。たくさんのことを学び、
振り返れば「顔」「顔」「顔」・・・数
えきれないほどの仲間と出会い、公私と
もに助けてくれる人脈が残りました。青
年部とは、自分次第で限りない可能性を
秘めている素晴らしい場。沢山勉強し、
切磋琢磨し合い、今が上限ではなく私達
よりも更に若いこれからの仲間たちがよ
り力を発揮しやすい場になること、そし
て業界一丸となって発展していくことを
心から祈っております。
（公社）全日本トラック協会青年部会　

部会長　佐久間　恒好

ッションを始め、最終的には会場全体が活気にあふれ、議論を
する自分たちの声が聞こえないほどでした。
　その後も夏山講師ならではの手法でセミナーは進行し、最後
には『デス・エディケーションシート』という課題が出されま
した。その課題内容は、自分が不幸にして死んでしまった時に
周囲の人達からどういう言葉をかけられたいか？　という問い
について考えるものでした。両親からは？　パートナーから
は？　子供からは？　仲の良い知人からは？　仕事関係から
は？　自分からは？　墓石に書かれる言葉は？　というように、
個別に考えていく形式となっておりました。そして、これらの
問いへの回答内容が『あなた方の目指す理想の自分像であり人
生なのです』という言葉でセミナーは締め括られました。
　セミナー終了後、三組織合同の新年会が同会場にて、夏山講
師を含め、東京運輸支局、本部、各支部から多数の来賓を迎え、
滞りなく執り行われました。

副本部長　中西　亮介　成増運輸(株)


